
・住民の発言機会を設けることにより、地域の詳細な様子を再認識することが可能となるとともに、より良
いまちづくりの計画に役立てることができる。

・ワークショップ等の活動により、多くの住民がまちづくりに関心を持つようになり、小淵沢駅付近の住民だ
けでなく、通勤・通学で駅を利用する人や、駅から離れた場所に住む人も関心を持つようになってきている。 


